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1 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１ １３ 

熊懐 

和明 

議員 

１．道の駅の安心安全について 

（１） 道の駅舎前の駐車場について、安全に車のド

アの開閉ができるよう駐車スペースを広げられ

ないか。 

（２） 道の駅東側駐車場から出入りができるように

なり、お客様や出荷者、周辺住民等の利用が多く

混雑している。危険なので安全対策が必要ではな

いか。 

（３） 防災道の駅駐車場、百堂坂交差点間の道路は

拡張されたが、この交差点を経由して道の駅への

車の出入りが可能になるのか。  

 

２．鳥獣被害防止対策について 

（１） 有害鳥獣の捕獲、地域の人材確保・育成や研修

等が課題となっている。今後に備えて対策を進め

てもらいたい。 また、捕獲機材の導入、捕獲活動

費等含め「上乗せ」支援が必要ではないか。 

（２） ＩＣＴ等の新技術を活用した、効率的な被害

対策の推進について伺う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

２ ９ 

岩淵 

和明 

議員 

１．国民健康保険税の引下げについて 

令和６年１０月３１日「厚労省第１８４回社会保障

審議会保険部会」において、令和７年度国民健康保険

料（税）の賦課（課税）限度額の引上げが了承され、

現行の１０６万円から３万円引上げ、１０９万円にす

ることが了承されたもので、４年連続となる引上げに

なる。具体的な引上げ額は市町村で決めることとなる

が、うきは市は保険税としていることから、うきは市

国民健康保険税条例の改正を、「専決処分」として取扱

いを行ってきた。そこで、うきは市の問題や課題につ

いて以下の点を伺う。 

（１） 国保税の上限額は国が設定するが、うきは市

の国保税額では、国の年収想定金額より低い年収

で上限額に達する状況が継続しており、医療分所

得割の引下げを行うよう税率の見直しが必要と

考えるが所見を伺う。具体的には 

① うきは市国保税の限度額の在り方について、被

用者保険で法定されている基準である「賦課限

度額超過世帯割合が0.5～1.5％の間となる」こ

とを参考に、うきは市国保税の税率及び税額を

見直し、医療分所得割の引下げを求める。 

② 地方税法では、応能割と応益割の割合は原則５

０：５０とする旨の規定が設けられているが、

市町村の事情で任意に設定することも可能と

されている。「応能負担」と「応益負担」の比率

についても、負担の見直しが必要と考えてい

る。ついては、福岡県が示している「標準保険

税率」との比較・精査を行うよう求める。 

（２） 国保事業の「１人当たり医療費」はＨ26/Ｒ5年

比132.6％。内訳は、費用額は93.1％に減少し、「保

険者負担金」は93.7％に減少、「被保険者負担金」

は99.4％減少となっている。しかし「１人当たり・

1日当たりの費用額」は大幅に増えている。原因は

被保険者が30％減少したものの、受診率（受診頻

度）が上昇しているためと考える。 

国保運営協議会に対して医療費抑制策について

諮問を行う考えはないか伺う。 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

３ ８ 

竹永 

茂美 

議員 

１．若者やお年寄りが住みやすいまちづくりについて 

（１） 物価高騰が市民生活に与える影響を軽減する

ためのうきは市独自の支援策について伺う。 

（２） 2025 年度夏季休業中の小学校プール開放に

向けて「ふれあい給食」で子どもたちからどの

ような意見が集まっているのか伺う。 

（３） 浮羽究真館高校をはじめとする近隣高等学校

への支援策について伺う。 

 

２．安全安心のまちづくりについて 

（１） うきは市の財政状況（地方債の種類・利率と

返済計画等）と財政再生計画について伺う。 

また、１１月末で予算執行率 20％以下の事業

名・予算額と今後の取組について伺う。 

（２） 学校再編事業の進捗状況について伺う。 

また、浮羽中学校の建て替えは最短何年後に実現

可能か伺う。 

 

３．法律や条例、規則が守られるまちづくりについて 

（１） ９月、１０月の月４５時間以上の超過勤務者

数を市職員と市教職員別に伺う。また、本年度超

過勤務年間３６０時間以内の達成のための取組に

ついて伺う。 

（２） うきは市のハラスメント防止の取組について

本年度実績を伺う。 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

４ ６ 

佐藤 

裕宣 

議員 

１．主権者教育の取組について 

（１）主権者教育の取組について、国の指針は示され

ているが、それに沿った取組だけでは不十分では

ないかと考える。最近の投票率が低下している状

況では、うきは市独自の取組が必要だと感じる

が、教育長の見解を伺う。 

 

２．学校再編事業について 

（１）今後、学校再編事業を進めるにあたり、教育委

員会はどのような役割を担っていくのか。また、

今この事業を進めるにあたっての教育長の見解

を伺う。 

 

３．高齢者の生きがいづくりについて 

（１）市長は市長選挙の際、大きな大会が開催できる

パークゴルフ場の建設について話をされていた

が、いつ頃までに、また建設予定地としておよそ

どの辺りを考えておられるのか伺う。 

 

４．公園整備について 

（１）藤波ダム公園においては、旧浮羽町のメインの

公園として地域に一部委託をするという方針で

あったが変わりはないのか、現状について伺う。

また、今後の公園整備の計画について伺う。 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

市長 

５ ７ 

野鶴 

修 

議員 

１．うきは市の公園整備等について 

（１） 子育て世代が住みたくなるまちづくりの中

で、児童公園の整備が望まれているが、今後の整

備計画を市長はどのように考えているのか。また、

児童公園の整備計画を進める中で、市民の声をど

のように聞き計画に反映させていくのか、市長の

考えを伺う。 

（２） 中でも以前から言われている市役所東側の運

動広場の公園整備について、前市長は「敷地が狭

いので公園の整備について行わない」としたが、

本当に狭いのであろうか。市長の考えを伺う。 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

５ ７ 

野鶴 

修 

議員 

（３） 市役所東側の運動広場は吉井体育センター体

育館とも隣接している。この体育館の建て替えと

併せて検討することで、市民や子育て世代が集ま

る施設として、立地的にも最適と思うが、市長の

考えを伺う。 

（４） また藤波ダム公園やその他公園の整備並びに

管理・運営に対し、民間活力の導入を検討したこ

とはあるのか。市長の考えを伺う。 

 

２．各課、係の業務の見直しと機構改革について 

（１） 新市長として、市長が目指す市政を実現する

ためには、現状の課や係のままではできない部分

が多々あると思うが、来年度に向けて各課・係の

業務について、具体的に検討しているのか。 

（２） 現在、職員の兼務が多く、業務に十分対応でき

ていない状況が認められると感じる。今後の業務

や職員の負担を考えて、組織の再編を検討したほ

うがいいと思うが、市長の所見を伺う。 

 また、組織の再編を行う際には、市民にわかり

やすい係名等への変更も併せて検討すべきと思う

が、所見を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

６ １０ 

中野 

義信 

議員 

１．耳納クリーンステーション（ごみ処理）の運営に

ついて 

（１） 大牟田リサイクル発電事業は、令和９年度ま

で（令和１０年３月末）になっている。福岡県や

近隣自治体と協議が進められているものの、今後

の運営についてまだ決定されていない。市長は

「４年間で現実的な方向性を示す」としている

が、早急に処理計画を決めなければならないと思

うがどう考えているか。 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

６ １０ 

中野 

義信 

議員 

２．浮羽究真館高校の持続的発展について 

（１）うきは西部工業用地造成事業が令和 6 年 3 月県

議会で認められている。造成は今後、数年かかる

と見込まれる。前市長もこれまで要望してきた経

過を踏まえ、JR 浮羽究真館高校前駅の設置につ

いて要望してはどうか。市長の考えを伺う。 

（２）うきは市内唯一の高校である浮羽究真館高校で

は、毎年定員割れが続いている。一方、うきは市

を拠点としたラグビーチーム「ルリーロ福岡」の

活動は、青少年育成の支援につながり、浮羽究真

館高校のラグビー部員は６０名ほどとなってい

る。このような状況を踏まえ、うきは市として今

後の浮羽究真館高校への支援をどのように進め

るのか市長の考えを伺う。 

 

３．旧浮羽東校跡地の利用について 

（１）旧浮羽東校跡地は、今年 3 月議会でルリーロ福

岡に20年間無償で貸付けを行うことで提案され、

附帯決議のもと可決となった。今後について市長

の考えを伺う。 

 

４．浮羽中学校校舎老朽化と小学校再編について 

（１） 人口減少の中、厚生文教常任委員会では、県内

外の先進地への視察を行い、学校再編の経過等を

調査してきた。うきは市でも姫治地区 3 校を統合

し御幸小学校へ再編を行った経過がある。浮羽中

学校校舎の老朽化や浮羽町域の小学校再編につ

いて意見が出ている。これらの課題に対応するた

め、検討委員会を設置し、自治会・保護者等の意

見を丁寧に聞き、将来の子供達のために方策を検

討してもらいたい。教育長と市長の考えを伺う。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

７ ４ 

樋󠄀口 

隆三

員 

１．少子化対策について 

（１） 青年男女の結婚への縁をもたらす手段として

「マッチングサービス」を行政が提供することを

検討すべき時期を迎えているのではと考えるが見

解を伺う。 

（２） 結婚への結縁「お見合い」や「合コン」等と比

較して「マッチングアプリ」の活用が２５％と高

い割合を占めているというデータがある。本市の

結婚支援に導入の予定はないか伺う。 

 

２．認知症対策について 

（１） 政府は、高齢者人口がピークを迎える 2040 年

に認知症患者が約５８４万人に達すると推計して

いる。この状況を踏まえ、閣議決定される予定の

「認知症施策推進基本計画」について、また、う

きは市での認知症予防対策の取組とその効果及び

現状課題について伺う。 

（２） 「ユマニチュード」は、認知症の人に寄り添う

ケア技術として今、注目を浴びている。介護者の

負担軽減に効果を発揮する新しい介護方法と高く

評価されているため、本市でも「ユマニチュード」

を取り入れてはどうか見解を伺う。 

 

３．浮羽中学校の建て替えについて 

（１） 学校再編事業では、浮羽中学校に関して「小中

一貫校」を導入してはとの意見も聞こえてくる。

小中一貫校の導入には、「施設一体型」、「施設分離

型」、「施設隣接型」の３タイプが想定され、それ

ぞれメリットとデメリットがあり議論が伯仲する

と考えられるが、現時点で市の方針を伺う。 

（２）「小中一貫校」の導入の可否を判断するまでに

は、相当の時間を要すると考えられる。そのため

学校再編事業の検討を一旦棚上げし、まずは改築

を優先してはどうか見解を伺う。  

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

７ ４ 

樋󠄀口 

隆三

議員 

４．ヤングケアラーのアンケート調査結果について 

（１）ヤングケアラーの実態を確認し、対策を講じる

ため実施されたアンケート調査の結果が、市のホ

ームページに掲載されている。この実態を踏ま

え、ヤングケアラーに対する今後の支援内容や対

策案について伺う。 

 

市長 

教育長 

８ ２ 

髙木 

亜希子 

議員 

１．特定の職業を目指す学生に対する奨学金制度創設

について 

（１） 保健師や土木技師など、社会基盤維持のため

に必要とされる特定の職業を目指し、なおかつ、

本市へ Uターンを希望する学生に向けた奨学金制

度を創設してはどうか、考えを伺う。 

 

２．保育所等訪問支援制度の周知と活用について 

（１） 本市の「保育所等訪問支援事業」は、類似する

巡回・派遣型事業より、理学療法士、作業療法士、

言語聴覚士等の専門職が子どもへの｢直接支援｣

とスタッフへの｢間接支援｣を行うサービスが提

供できるため、支援力の高まりや保護者の安心感

なども期待できる。この事業の周知及び活用が十

分でないと感じるが推進すべきではないか。 

 

３．市公式ホームページをプル型メディアとして更に

充実させることについて 

（１） 現行の市公式ホームページでは、市民が必要

性を感じて検索し情報を取得しようとする場合、

情報（掲載内容、掲載期間等）が不十分なページ

が見受けられる。更なる充実を求めたいが、考え

を伺う。 

市長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

９ ５ 

組坂 

公明 

議員 

１．ごみ処理事業について 

令和１０年４月以降のごみ処理事業は、近隣自治

体との広域化が困難な場合は、RDF として民間委託

する市単独案の検討をしていくとの９月議会での市

長答弁を受け、さらに次の項目について伺う。 

（１） 近隣自治体との広域化、あるいは市単独とす

るにしても、まだ検討の段階であり、現在の施設

を令和１０年４月以降も使用する可能性がある。

延長期間をどれだけ考えているのか。また、環境

保全協定を締結している地元７行政区への説明を

どう進めていくのか伺う。 

（２） 現在の耳納クリーンステーションは、平成１

６年９月に運用開始されたと記憶しているが、こ

の施設の耐用年数はどれだけか、今後、大規模改

修等の必要はあるのか伺う。 

（３） 令和１０年４月以降の固形燃料 RDF 受入先

をどう考えているのか伺う。 

 

２．浸水対策のための止水板等の設置助成について 

（１） 近年の豪雨災害では、一般住宅や事業所等に

おいても床上浸水や床下浸水が発生するように

なってきている。少しでも被害を軽減できるよ

う、止水板等の設置助成が望まれるが市長の見解

を伺う。 

 

３．帯状疱疹ワクチン費用の助成について 

（１） 帯状疱疹は、８０才までに約３人に１人が発

症すると言われている。帯状疱疹の発症や重症化

を予防するため、ワクチン接種への費用助成をし

てはどうか、市長の見解を伺う。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 


